
みどりの未来は、世界の緑の党が掲げる「みどりの政治理念」（エコロジカルな知恵／社会正義／参加型民主主義／非暴力／持続可能性／多様性の尊重）に
基づき、みどりの政党の結成をめざします。全国各地のNGO・NPO・市民団体・市民運動と連携しながら、持続可能な福祉社会を実現します。「みどりの未来」
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みどりの未来
エコでピースな、みどりの未来へ　～新しい選択肢「みどりの政治」を一緒につくりませんか？
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今年12月のCOP15国際会議は2013年以降の温暖化対策について各国がどのように温室効果
ガスを削減するかを決める大変重要な会議です。新政権の民主党は2020年までに1990年比

で−25％の目標を掲げています。これは従来の政府が掲げていた−8％よりは踏み込んだ数字です
が、日本が世界と次世代に責任を果たすために求められているレベルは、少なくとも30％削減です。
　私たちは「GLOBAL CLIMATE CAMPAIGN」がよびかけている世界同日アクションを、「原発に頼
らない中期目標30％削減」をメインテーマに、徹底した省エネルギー、自然エネルギー促進、環境税
なども視野にいれて実施します。環境団体や脱原発/反原発活動に携わってきたみなさんに参加、賛
同、協力を呼びかけます。

   12月12日の「世界同日アクション」は気候変動（地球温暖化）の防止をめざす世界的ネットワークであるGLOBAL CLIMATE CAMPAIGN
（世界気候キャンペーン）がよびかけています。COP15の開催にむけて100を越える国と地域で準備が始まっています。 
　GLOBAL CLIMATE CAMPAIGN 

▲  

http://www.globalclimatecampaign.org/

日本行動へのよびかけ

よびかけ人

「STOP温暖化！世界同日アクション」実行委員会    　 
（連絡先：みどりの未来事務所内） 　

辻 信一
明治学院大学教授

環境運動家

鎌仲ひとみ 
映像作家

田中 優
「未来バンク」代表

きくちゆみ
著作・翻訳家

環境・平和活動家

稲村和美
「みどりの未来」共同

代表／兵庫県議

12.12「世界同日アクション」日本でも開催。この波にノってみよう。

世界気候パトロール中！

GLOBAL DAY OF ACTION
International Demonstrations on Climate Change Dec12th 2009

COP15（国際気候変動第15回締約国会議）12/7～12/18 デンマーク、コペンハーゲンにて開催

「原発に頼らない中期目標30％削減」を日本政府に求めよう！

世界同日アクション
日本行動へ
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気候変動の危機を回避するために世界中が早急に温室効果ガス排
出を削減するための公正で効果的な条約締結に向けた、世界のリー
ダーたちによる緊急の断固たる対策を！

長期間にわたり温室効果ガスを出してきた工業国は即座に自国の
排出を削減し、発展途上国に対して、クリーンなエネルギーに投資
する義務を負う。特に、経済力が低い低排出国に対しての適応措置
費用（湾岸や堤防を築く費用）の負担の責任も負っている！

気候変動は貧困層に最も早く、
重く打撃を与える。経済力を持
つ全ての者は早急に、決然たる
行動をとらなければならない！

▲

全文はHP参照

2

地球をさまそう

世界同日アクションの呼びかけ
2009年のコペンハーゲンの国際会議は、破局的な気候災害
を回避できる最後のチャンス、つまり人類にとって最も重要な
国際会議です。実効性のある温暖化対策をすぐに始めるよう
求めるため、世界中からの圧力となるアクションが必要です。

　私たちは求めます！

東
京
都
は
国
内
初
の
排

出
量
取
引
制
度
を

2
0
1
0
年
か
ら
導

入
す
る
。
併
せ
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
の
仕
組
み
も
設
け

た
。こ
れ
ら
に
よ
り
、
事
業
者
の
大

幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
設
置
が
飛
躍
的
に

進
む
だ
ろ
う
。
ま
た
、
横
浜
市
や

北
九
州
市
、
京
都
市
等
の
よ
う
に
、

国
か
ら
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に

指
定
さ
れ
た
自
治
体
で
は
、
国
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
中
期
目

標
よ
り
も
大
胆
な
目
標
を
掲
げ
、

全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

か
つ
て
公
害
が
激
し
い
時
代
に

は
、
各
地
で
革
新
自
治
体
が
生
ま

れ
、
環
境
政
策
を
リ
ー
ド
し
た
。

自
治
体
こ
そ
が
環
境
政
策
の
け
ん

引
車
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
取
組
に
は
混
乱

も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
東
京

都
は
排
出
量
取
引
制
度
と
、
道
路

建
設
と
い
う
自
動
車
利
用
を
促

進
す
る
政
策
を
一
緒
く
た
に
温
暖

化
対
策
と
し
て
い
る
。
こ
の
原
因

は
、
自
治
体
の
温
暖
化
対
策
の
基

本
理
念
が
首
長
や
議
会
を
含
む

自
治
体
最
高
幹
部
レ
ベ
ル
で
詰
め

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
温

暖
化
対
策
で
は
化
石
燃
料
を
多

量
に
消
費
す
る
社
会
の
あ
り
方
を

変
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
、

道
路
建
設
の
よ
う
に
長
期
的
に
見

て
化
石
燃
料
の
消
費
構
造
を
助

長
し
た
り
、
他
の
環
境
問
題
を
生

ん
だ
り
す
る
政
策
は
排
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

自
治
体
の
温
暖
化
対
策
は
、
持

続
可
能
な
都
市
を
形
成
す
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
の
削
減
量
は
、「
最
重
要
の

指
標
」
で
は
あ
る
も
の
の
「
目
標
」

で
は
な
い
。

持
続
可
能
な
都
市
を
形

成
す
る
た
め
に
は
、
で

き
る
限
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
資
源
の
消
費
が
抑
制
さ
れ
る
よ

う
、
構
造
（
ハ
ー
ド
）
と
法
令
（
ソ

フ
ト
）
の
両
面
に
お
い
て
、
都
市
の

あ
り
方
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
前
者
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
シ
ス
テ
ム
、
交
通
体
系
、
産

業
形
態
、
街
区
、
建
物
等
の
物
理

的
な
都
市
構
造
を
変
化
さ
せ
る

こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
排
出
量

取
引
制
度
、
固
定
価
格
買
取
制
度

（
F
I
T
）、
環
境
税
、
土
地
利

用
規
制
の
よ
う
に
、
市
民
や
事
業

者
の
行
動
を
転
換
さ
せ
る
仕
組

み
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
理
念
を
、
自
治
体

経
営
の
最
重
要
目
標
に
位
置
づ
け
、

長
期
構
想
や
環
境
基
本
計
画
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
行

政
計
画
で
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、

部
局
の
縦
割
り
を
超
え
る
こ
と
も

必
須
で
あ
る
。

　

基
本
理
念
の
共
有
と
い
う
一
見

遠
回
り
に
見
え
る
こ
の
過
程
こ
そ

が
、
も
っ
と
も
着
実
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
つ
な
が
り
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
自
治

体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
要
約
版
、
全
文
は
Ｈ
Ｐ
参
照
）

 自治体こそが環境政策のけん引車
「持続可能な都市の形成」を基本理念に
 　みどりの未来・論説チーム

CONTRIBUTION 01

CONTRIBUTION 02

政権交代
GLOBAL CLIMATE CAMPAIGN

（世界気候キャンペーン）からの

ら気温上昇は2℃を超えないようにするべき

との確認がなされた。IPCC（気候変動に関

する政府間パネル）による科学的知見によれ

ば、「2.0 〜 2.4℃」の気温上昇に抑えるた

めには、先進国は2020年に1990年比で25

〜 40％、2050年に80 〜 95％の削減が必

要となり、途上国にも相当の努力が必要とさ

れると示されている。しかし、これでも2℃を

超えてしまうシナリオでしかない。削減幅の下

限である「25％」では、2℃を超えるリスク

がより高いということになる。

　「2℃」の気温目標が国際的な政治目標と

なりつつある中で、麻生政権の1990年比8％

削減（京都議定書の6%削減からは２ポイン

ト深堀しただけ）の中期目標が不十分なこ

とは、言うまでもない。コペンハーゲンに向

けて掲げる中期目標は、2℃の達成のために

「2020年に30％以上削減（1990年比）」と

する必要がある。

　地球温暖化対策は、将来のリスクが確実で

なくても未然に行動してリスクを回避すると

いう「予防原則」にたっている。残された時

間は少ない。本気で低炭素社会を目指すなら、

今決断し、行動しなくてはならない。

先進国の責任
　コペンハーゲン会議で目指される合意は、

先進国及び主要途上国の温室効果ガス削減

目標もしくは行動、地球温暖化の被害に対処

するための行動、途上国への技術移転のあり

方、そしてそれらを実現させるために必要な

資金、などの全般に対処しうる枠組みである

必要がある。

　その中でも、先進国の次の削減目標、す

なわち、京都議定書の2008 〜 2012年の

第1約束期間の目標（先進国全体で1990

年比5％削減以上、日本は6％削減）に続く、

2013年以降の削減目標を野心的に設定する

ことは、全体合意のカギを握っている。先進

国には、過去に温室効果ガスを大量に排出し

てきた責任があり、また経済的に豊かで対応

（支払）能力もあるため、常に世界をリード

して削減行動を進めつつ途上国の行動を支

援する責任があるためだ。

気温目標「２℃」を超えないために
　7月のG8ラクイラ・サミットでは、地球温暖

化によって私たちを取り巻く環境が危険なレ

ベルに達しないよう、産業革命前のレベルか

地球温暖化問題の
中期目標は30％削減に！
平田仁子（気候ネットワーク東京事務所長／

MAKE the RULEキャンペーン事務局長）

原発に頼らない温暖化対策を
　原子力に頼った数字合わせの温暖化対策

は、原発の増設がすすまず、何基もの原発が

長期停止を余儀なくされるなかで、破綻しま

した。ほんらい行なうべき対策を遅らせ、む

しろ温暖化を促進してしまいました。原発に

多額の税金や電気料金がつぎ込まれている

ことも、有効な対策にまわせる金額を圧迫し、

邪魔をしています。

　なにより原子力の利用は、放射能と切り離

せません。日常的にも放射能が排出され、事

故によっては膨大な量の放射能が放出されま

す。放射性廃棄物という形で、寿命の長いも

のは何世代も先まで残ります。

　原子力利用は核拡散につながり、明らかに

核廃絶に逆行します。私たちは、温暖化も放

射能災害も核の恐怖もない社会をこそ目指

したいと思います。CO2排出を抑制しようと

本気で考えるなら、何よりも省エネルギーと

自然エネルギーの活用と既設火発の効率向

上がなされるべきでしょう。

原発からもCO2は排出される
　まず、原子力からのCO2（二酸化炭素）排

出量は、必ずしも小さくありません。原発（原

子力発電所）の建設や補修には、火発（火力

発電所）の倍以上となる鉄とセメントを必要

とします。鉄やセメントをつくるにも運ぶに

も、CO2を出します。ウランを掘り出し、製錬し、

濃縮し、燃料に加工しといった工程やその間

の輸送からも、多量のCO2が出ます。使用済

みの燃料や放射性廃棄物のあと始末からも

同様です。原発の運転やあと始末を少しでも

安全に行なおうとすれば、それだけCO2の排

出量は大きくなります。

原発を増やせば火力発電所も増える
　仮に安全性は犠牲にしてCO2の排出量を

抑えたとしても、原発では電力需要の変動に

応じた出力の調整が難しく、調整用には火発

が不可欠です。原発を増やそうとすれば、火

発も増やさざるをえません。また、原発は事

故その他でしょっちゅう停止しています。その

場合のバックアップ用にも、火発が必要です。

つまり、原発を増やせば火発も増えて、CO2

の排出量はいっそう大きくなるのです。

温暖化も放射能災害も核の恐怖もない社会を
西尾　漠（原子力資料情報室）

地球温暖化を防ぐために原子力利用の拡大を、との宣伝が行なわれています。
しかし、それは明らかに誤った考え方です。

9.10  30本のバラの花束で新政権に緊急アクション
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私
た
ち「
み
ど
り
の
未
来
」

は
、民
主
党
中
心
の
新

政
権
に
、地
球
温
暖
化

に
つ
い
て
積
極
的
な「
中
期
目
標
」

を
大
胆
に
か
か
げ
、12
月
の
Ｃ
O
Ｐ

15
で
、低
炭
素
社
会
に
む
け
た
政

治
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

麻
生
政
権
は
今
年
６
月
、温

室
効
果
ガ
ス
削
減
の
中
期
目
標
を

「
１
９
９
０
年
比
８
％
削
減
」と
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し
て
民
主
党
は「
１
９
９
０
年
比

25
％
削
減
」、２
０
５
０
年
ま
で
の

長
期
目
標
を「
60
％
超
の
削
減
」と

し
て
い
ま
す
。

　

I
P
C
C
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
）第
４
次
報
告

は
、先
進
国
全
体
の
削
減
目
標
と

し
て
２
０
２
０
年
ま
で
に
25
〜
40
％

（
１
９
９
０
年
比
）削
減
、２
０
５
０

年
に
80
％
以
上
の
削
減
が
必
要
だ

と
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、新
た
な

観
測
デ
ー
タ
は
こ
の
予
測
を
超
え
、

温
暖
化
の
進
行
は
最
も
危
険
な
シ

ナ
リ
オ
を
た
ど
っ
て
お
り
、さ
ら
に

厳
し
い
削
減
目
標
の
必
要
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
主
党
の
目
標
は
、自
民
党
に

比
べ
れ
ば
大
き
く
踏
み
込
ん
だ
と

は
い
え
、ま
だ
不
十
分
で
す
。「
産
業

革
命
前
の
レ
ベ
ル
か
ら
気
温
上
昇

は
２
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
」

と
い
う
世
界
的
目
標
を
達
成
す
る

に
は
困
難
な
数
値
で
あ
り
、先
進

国
と
し
て
の
積
極
的
な
責
任
を
果

た
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

も
、原
発
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定

供
給
を
明
言
し
て
い
る
と
い
う
問

題
も
あ
り
ま
す
。

新
政
権
が
、
最
低
で
も

「
30
％
削
減
」を
中
期

目
標
と
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
、経
済
成
長
至
上
主
義
の

も
と
で
破
壊
さ
れ
て
き
た
環
境
や

地
域
社
会
の
再
生
と
、真
に
人
間

ら
し
い
暮
ら
し
方
や
働
き
方
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。そ
し
て
、世
界

金
融
恐
慌
や
ピ
ー
ク
オ
イ
ル
問
題

を
脱
・
経
済
成
長
至
上
主
義
の
好

機
と
と
ら
え
、温
暖
化
対
策
を
積

極
的
な「
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
」と
し
て
展
開
す
る
こ
と

で
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、

持
続
可
能
な
産
業
の
育
成
と
雇
用

創
出
、そ
し
て
脱
原
発
・
低
炭
素
社

会
の
実
現
へ
と
大
き
く
舵
を
切
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、温
暖
化
防
止
対
策

が
、人
類
と
地
球
の
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、豊
か
な

未
来
を
切
り
開
く
可
能
性
と
意
義

が
あ
る
こ
と
を
、地
域
や
自
治
体

に
お
い
て
も
広
く
訴
え
ま
す
。そ
し

て
、「
緑
」の
未
来
へ
の
希
望
を
共
有

す
る
国
内
外
の
組
織
や
グ
ル
ー
プ
、

N
G
O
や
市
民
と
連
携
し
な
が
ら

活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
連
携
や
国
際
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が
ら
、

特
に
12
月
の
Ｃ
O
Ｐ
15
に
向
け
て
、

「
原
発
な
し
で
30
％
削
減
」を
掲

げ
て
政
府
の
中
期
目
標
を
さ
ら
に

引
き
上
げ
、そ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
具
体
的
な
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

新政権に大胆な温暖化対策を求めます
みどりの未来・運営委員会
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歴
史
的
政
権
交
代
は

大
転
換
へ
の
好
機

　

有
権
者
・
市
民
は
自
公
政
権
を

見
限
り
、
政
権
交
代
を
選
択
し
た
。

民
主
党
は
3
0
8
議
席
を
獲
得
し

圧
勝
、
自
民
党
は
1
1
9
議
席
に

激
減
し
惨
敗
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
戦
後
史
を
画

す
る
歴
史
的
な
政
権
交
代
を
歓
迎

し
ま
す
。

　

そ
の
理
由
を
二
つ
挙
げ
ま
す
。

　

一
つ
は
、
自
民
党
政
権
が
戦
後

長
期
間
に
わ
た
っ
て
依
拠
し
作
り

上
げ
て
き
た
業
界
と
官
僚
を
優
先

す
る
中
央
集
権
的
な
利
益
誘
導
政

治
に
対
し
て
、
有
権
者
・
市
民
が

明
確
に
ノ
ー
を
突
き
つ
け
た
か
ら

で
す
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
有
権
者
・

市
民
が
自
ら
の
投
票
行
動
で
、
政

治
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
経
験
と
実
感
を
共
有
し
た
か
ら

で
す
。「
政
治
不
信
」「
政
治
的
無

力
感
」
を
払
拭
し
、
有
権
者
・
市

民
が
政
治
の
主
人
公
と
な
る
大
き

な
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
歴
史
的
な
政

権
交
代
を
、
日
本
の
政
治
と
社
会

を
大
胆
に
転
換
す
る
た
め
の
好
機

と
考
え
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
な
き
民
主
党

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
限
界

　

し
か
し
政
権
交
代
は
、
歴
史
的

な
出
来
事
で
は
あ
っ
て
も
、
大
き

な
転
換
へ
の
き
っ
か
け
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、

個
々
の
政
策
に
お
い
て
は
N
G
O

の
考
え
方
や
市
民
感
覚
を
反
映
さ

せ
て
お
り
、
支
持
で
き
る
内
容
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

基
本
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
定
ま
っ
て

い
な
い
た
め
、
個
々
の
政
策
の
間
の

矛
盾
や
あ
い
ま
い
さ
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
Ｃ
O
²
な
ど
の

25
％
削
減
を
打
ち
出
し
な
が
ら
、

同
時
に
Ｃ
O
²
な
ど
の
排
出
を
拡

大
さ
せ
る
高
速
道
路
の
無
料
化
や

道
路
暫
定
税
率
の
撤
廃
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
戸
別
農
家
所
得

補
償
政
策
を
掲
げ
つ
つ
、
農
業
を

衰
退
さ
せ
る
ア
メ
リ
カ
と
の
Ｆ
Ｔ

Ａ
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
目
玉
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
手

当
て
の
拡
充
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充
や
長
時
間
労
働
の
解
消
な

ど
が
セ
ッ
ト
で
実
現
さ
れ
な
け
れ

ば
有
効
な
子
育
て
支
援
政
策
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
民
党
と
同
じ
く
経
済

成
長
の
回
復
に
よ
っ
て
財
源
を
得

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
経
済
成
長
な
く
し
て
民
主
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
成
り
立
た
な
い
と

い
う
限
界
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
成
長
に
依
存
し
て
い
て
は

人
々
の
持
続
可
能
な
「
暮
ら
し
の

安
心
」
は
実
現
で
き
な
い
と
私
た

ち
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に
勝
ち
抜

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
格
差
の
拡

大
、
雇
用
の
不
安
定
化
、
長
時
間

労
働
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
経
済

成
長
至
上
主
義
か
ら
の
転
換
な

く
し
て
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、

気
候
変
動
に
よ
る
被
害
を
食
い
止

め
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
し

て
財
源
な
き
バ
ラ
マ
キ
政
策
で
は

将
来
世
代
に
莫
大
な
借
金
を
残
す

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

脱
成
長
・
脱
競
争

の
定
常
型
社
会
へ

　

有
権
者
・
市
民
は
政
権
交
代
を

選
択
し
ま
し
た
が
、
民
主
党
の
政

策
を
全
面
的
に
支
持
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

が
踏
み
込
ん
だ
政
治
・
社
会
変
革

の
流
れ
は
、
民
主
党
の
思
惑
を
超

YES WE CAN!

政権交代

総
選
挙
の
結
果
と
展
望
　
歴
史
を
画
す
る
政
権
交
代

問
わ
れ
る「
脱
成
長
」社
会
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

え
て
、
市
民
自
身
の
政
治
的
空
間

を
拡
大
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
運

動
を
活
性
化
さ
せ
る
可
能
性
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
の
可
能
性
を
市

民
運
動
と
連
携
し
て
現
実
の
も
の

と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
大
胆
な
政
治

と
社
会
の
転
換
へ
と
進
め
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
ビ

ジ
ョ
ン
な
き
民
主
党
政
権
は
、
矛

盾
と
限
界
を
顕
在
化
さ
せ
、
人
々

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
時
期
が
来
る
で
し
ょ
う
。

　

脱
成
長
・
脱
競
争
の
定
常
型
社

会
の
基
本
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
＝
「
エ

コ
で
ス
ロ
ー
で
フ
ェ
ア
な
社
会
」
を
、

よ
り
説
得
力
と
魅
力
を
持
つ
制
度

構
想
と
政
策
に
具
体
化
す
る
作
業

を
急
ぎ
つ
つ
、
地
域
で
、
そ
し
て
や

が
て
国
政
で
も
、
目
に
見
え
る
政

治
勢
力
と
し
て
登
場
し
て
い
く
た

め
に
、
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

民主党のマニフェスト　ここが問題
みどりの未来の見解（案）の要約

1 環境・エネルギー
　総量規制の「国内排出量取引」、自然エネルギー促進の「固定価格買取制度」は評価で

きるが、具体的な制度設計時点での数値など実効性が問われる。地球温暖化税を「検討」

にとどめ、先送りされていることは問題。CO2などの25%削減の中期目標は30%以上に

し、国内削減に限定すべき。高速道路無料化、道路特定財源の暫定税率撤廃は、CO2など

の削減に反する。「着実な原子力利用」と原発推進の政策も問題。そもそもマニフェストに

「環境」項目がなく、「雇用・経済」項目に書かれていること自体が、大問題である。

2 雇用・社会保障
　NGO・市民運動の要求を採り入れた個々の政策は評価できる。雇用では製造現場へ

の派遣労働の原則禁止、最低賃金の全国平均1000円、月額10万円の手当付き職業訓

練制度など、社会保障では、年金の一元化・最低保証年金・所得比例年金など。世帯単

位から個人単位の社会保障への転換の方向も評価できる。ただし、月額26,000円の子

ども手当に象徴されるように所得補償中心で、現物サービスの給付（保育・介護・住宅な

ど）や雇用の受け皿となる産業育成については極めて不十分。また、外国人、官製ワーキ

ングプアー、生活保護行政、労働時間の短縮などについても実効性ある政策が述べられ

ていない点は問題。

3 分権・民主主義
　「ひもつき補助金の廃止」「義務付け・枠付けの見直し」「国と地方の協議の法制化」

「住民投票法の制定」など、権限を自治体に委譲し、自治体の判断にゆだねる方向性は

評価。しかし「地方財源の充実」「地方への財源移譲」が、非常に具体性に乏しい点が問

題。また、従来のマニフェストに合併推進が掲げられていたように、経済効率性重視の姿

勢は、道州制へのあいまいな態度もあり危惧される。さらに、衆議院比例代表定数の80

削減を掲げていることは、多様な意見の反映という観点で見れば大問題。

4 平和・外交
　全体として、「現実（追認）路線」。「非核化をめざす」にとどまり「非核地帯」との文言が欠

落、国連の軍事的措置へ積極的に参加するという解釈改憲、集団的自衛権も含めた「専

守防衛」論、侵略戦争の反省や戦後補償なきアジア外交の強化、自由貿易推進など、自公

政権の政策を踏襲したうえで、危惧される方向があいまいに提示されている。「ムダを根

絶」としながらミサイル防衛など軍事費を聖域化している。日米地位協定の改定は評価で

きるが、そもそも軍事的対立を固定化・拡大する日米同盟に無批判的であることは問題。

みどりの未来・運営委員会

拓かれた可能性

　さらに大胆な転換へ
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2009年欧州議会選挙 緑の党躍進の背景
畑山　敏夫（佐賀大学経済学部）

選挙前の世論調査では、ヨ−ロッパ議会内の会派である「欧州緑

グル−プ・欧州自由連盟（GREENS/EFT）」は35〜50議席（全

体は736議席）の獲得が予想されていた。実際には、ヨーロッパ緑の会

派は、55議席を獲得している。欧州自由連盟を除いたヨーロッパ緑の

党だけを見ても、前回より8議席を上乗せして51議席に躍進している。

　加盟国別では、フランス(14議席)、ドイツ（14）ベルギ−（4）、イギリス

(4)、スウエ−デン（3）といった諸国の緑の党が議席を得ているが、特に、

フランス緑の党の伸張が著しい。フランス緑の党は、左翼の大政党であ

るフランス社会党（16,48％、14議席）に並ぶ16,28％を得票している

（14議席）。2007年大統領選挙で、１％台の壊滅的な敗北を喫したフ

ランス緑の党であったが、今回の欧州議会選挙で息を吹き返した。その

復活の秘訣は「開放戦略」にあった。EUで緑の経済成長という考えが

流行しているという条件に加えて、エコロジ−の旗の下に、68年革命の

「スタ−」であったダニエル・コ−ン＝バンディットや反グロ−バリズム

運動の「スタ−」であるジョゼ・ボヴェなどを幅広く結集できたことが効

を奏した。地球温暖化やグリ−ン・ニュ−ディ−ルが話題になるなかで、

今後の各種選挙でも、既成政党に飽き足らない有権者の支持を受けて

緑の党の躍進が期待できる。

最新情報は

▲

HP参照

GLOBALGREEN
世界のみどり

みどりの未来運営委員会から

「みどりの未来」誕生から9カ月。
成果を広げ、もう一歩、前へ。

昨年11月「みどりの未来は」誕生しました。それから9カ月。運営委
員会の定期開催、論説活動、会員の拡大、財政確保、メールマガ

ジン、ニュースレターの発行、イベントの開催など政治グループとして骨
格をつくることに力を注いできました。そして、同時に会員、サポーター
の自治体選挙への支援を行ってきました。その結果、小金井市、静岡市、
尼崎市で複数の推薦候補が当選、そして7月の都議選では杉並選挙区で

「みどりの未来」全国協議会委員の福士敬子さんが民主党ひとり勝ち
というなか、既成政党以外ではただ一人当選を果たすなど、大きな成果
をあげてきました。
　「みどりの未来」は7月に全国協議会を開催。半年間の活動を整理し、
更なる会員拡大、地域ごとの会員交流の促進、ニュースレターの配布拡
大、「みどりの未来」のマニフェストづくり、COP15に向けた「世界同日
アクション」の全国的取り組みなど今後に向けた方針を確認しました。
そして、8月の「大討論会」では、政権交代後初となるであろう、来年7月
の参議院選挙をどうするか、その条件は？など活発な討論が行われま
した。今後、来年2月の総会に向けて、再来年4月の統一地方選、2013
年の参議選選挙までを見据えた戦略を練り上げていきたいと思います。
ぜひ、みなさんのご意見をお寄せください。

MYECOSPOT
北アルプスの麓、林を抜けた先にひっそりとたたずむ宿
エコ オーガニックヘルス コミュニティー

舎爐夢（シャロム）ヒュッテ
信州・安曇野

　「シャロム」とは「平和」と言う意味

のヘブライ語。自給自足の農的田舎暮

らしをモット−に畑は３反、有機農法

や自然農の畑、パーマカルチャーガー

デンがある。旬の素材を洋風にアレン

ジした玄米穀菜食のオーガニックレス

トラン＆カフェ。自然食品店、フェアー

トレードのエコロジー雑貨の店、野外保育園などを併設。競争から共生

社会へ。シャロムコミュニティーとして、全てが共生できる新たな共同体

を目指している。ここにはみどりの「未来」がある。 （八木聡／信州）

〒399-8301長野県 安曇野市穂高有明7958
TEL＆ FAX　0263-83-3838
http://www.ultraman.gr.jp/~shalom/
１泊夕朝食付　9500円　税込み

舎爐夢（シャロム）ヒュッテ VOTEGREEN
みどりの選挙

自
治
体
議
員
政
策
情
報

セ
ン
タ
ー
「
虹
と
み

ど
り
」
の
全
国
政
策

研
究
会
が
８
月
22
日
〜
23
日
と

岡
山
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
衆
院

選
挙
の
真
っ
只
中
で
も
あ
り
、
参

加
者
は
70
人
と
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
勉
強
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
企
画
は
「
世
界
経
済
危

機
の
中
で
自
治
体
は
何
を
す
る
の

か
」
と
題
す
る
現
・
元
市
長
に
よ
る

報
告
と
討
論
。
こ
れ
は
未
曾
有
の

経
済
危
機
の
中
、
格
差
が
拡
大
し
、

地
域
の
崩
壊
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
自
治
体
は
何
が
で
き
る

の
か
を
探
ろ
う
と
い
う
も
の
。

　

福
嶋
浩
彦
前
千
葉
県
我
孫
子

市
長（
虹
と
み
ど
り
セ
ン
タ
ー
長
）

か
ら
、
右
肩
上
が
り
を
前
提
と

し
て
き
た
資
本
主
義
が
行
き
詰

ま
り
、
中
央
集
権
の
仕
組
み
が
成

り
立
た
ず
、
人
口
増
か
ら
人
口
減

の
縮
小
型
社
会
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
基
本
的
な

仕
組
み
を
変
え
る
時
代
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
提
起
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
上
原
公
子
前

東
京
都
国
立
市
長
、
松
本
武
洋
埼

玉
県
和
光
市
長
さ
ら
に
山
下
真

奈
良
県
生
駒
市
長
に
よ
る
討
論

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

22
日
の
分
科
会
は
「
協
働
、
公

共
、
官
民
格
差
」（
福
嶋
さ
ん
）、

「
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両

立
」
と
い
う
生
き
方
（
中
谷
文
美

岡
山
大
学
教
授
）、「
グ
リ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
と
は
」（
真

下
俊
樹
さ
ん
：
緑
の
政
策
研
究

家
）。
翌
23
日
に
は
「
い
ま
、
瀬
戸

内
海
で
起
き
て
い
る
こ
と
」（
阿

部
悦
子
愛
媛
県
議
、
松
本
宣
崇
環

瀬
戸
内
会
議
事
務
局
長
）、「
自

治
体
で
で
き
る
平
和
へ
の
取
り
組

み
」（
田
村
順
玄
岩
国
市
議
、
上

原
さ
ん
、
増
田
京
子
箕
面
市
議
）、

さ
ら
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
危
機
管
理
」（
黒
部
信
一
さ
ん
：

小
児
科
医
）
と
多
様
な
企
画
と
な

り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
で

は
、
相
乗
効
果
と
地
域
内
で
お
金

が
回
る
地
域
内
乗
数
の
新
し
い
指

標
が
大
切
で
、
縦
割
り
行
政
の
克

服
が
必
要
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
環
瀬
戸
内
の
議
員
連
盟
へ
の

展
望
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

（
光
）

映
画
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」

で
一
気
に
有
名
に
な
っ

た
福
山
市
・
鞆
の
浦
。

埋
め
立
て
架
橋
事
業
に
揺
れ
る
鞆

の
町
を
、「
虹
と
み
ど
り
」
岡
山

政
策
研
究
会
の
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画

と
し
て
視
察
し
た
。

　

初
め
に
架
橋
事
業
を
推
進
す
る

福
山
市
の
担
当
課
の
説
明
を
受
け

た
後
、一
同
は
鞆
に
移
動
。
住
民
に

よ
っ
て
保
存
・
再
生
さ
れ
た
町
並

み
や
港
を
ゆ
っ
た
り
と
歩
い
た
。

　

自
然
の
港
を
利
用
し
て
発
展
し

た
鞆
の
浦
は
、
世
界
遺
産
を
審
査

す
る
イ
コ
モ
ス
が
高
く
評
価
し
て

い
る
。
町
屋
は
優
美
さ
と
実
用
性

を
兼
ね
備
え
た
多
彩
な
工
夫
が
施

さ
れ
て
お
り
、
文
化
的
な
水
準
の

高
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

10
月
1
日
に
は
架
橋
事
業
の
差

し
止
め
訴
訟
の
広
島
地
裁
判
決
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。（
坂
）

REPORT 01

結果

予定

7/12 東京都議選 …………………福士敬子さん（現職） 当選
7/26 埼玉県三郷市議選 …………村上香代子さん（現職） 当選
9/6 埼玉県八潮市議選 …………矢澤江美子さん（現職） 当選
9/13 岡山県岡山市議補欠選 ……桃木まさきさん（新人） 残念  
9/20 岡山県総社市議選 …………大熊公平さん（現職） 当選

9/27〜 10/4 京都府長岡京市議選 ……………尾崎百合子さん（現職）
10/4〜 10/11 山形県鶴岡市長選 ………………草島進一さん（現鶴岡市議）
11/8〜 11/15 和歌山県紀の川市議選 …………遠藤 守さん（現職）

100％市民派を掲げ当選した福士敬子さん
（東京都議選）

港の埋立てと湾を横切る架橋計画で揺れる「鞆の浦」

 8/22 〜 23 全国政策研究会

世界経済危機の中で自治体は何をするのか

自治体議員政策情報センター「虹とみどり」

8
月
21 

日 

オ
プ
シ
ョ
ン
企
画 

  「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
の
鞆
の
浦
へ

自治体議員政策情報センター  
虹とみどり
　みどりの未来と連携し、自治を中心に据え、
環境・平和・社会的公正を重視した、持続可能
な社会を作り出すための政策情報センターをめ
ざして情報交換や研究集会を開催。

センター長：福嶋浩彦元我孫子市長　
幹事：富野暉一郎元逗子市長、上原公子元国立市長、広井
良典千葉大教授、他

会員・サポーターの

選挙情報

＊他金融機関からの振り込みの場合　当座預金（店番号019）　口座番号：２６２９６７

みどりの未来事務局

みどりの未来総会　2010．2/7（日）東京にて（詳細未定）INFORMATION
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